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【新紙幣発行記念展示】 

深川区教育会会長 

渋沢
しぶさわ

栄一
えいいち

の演説
えんぜつ

記録
き ろ く

 
 

令和 6年 7月 3日から新しい紙幣
し へ い

が発行
はっこう

されました。新一万円札の肖像
しょうぞう

は渋沢
しぶさわ

栄一
えいいち

です。

これを記念
き ね ん

して『深川区
ふかがわく

教育
きょういく

会報
かいほう

 第二回』(明治
め い じ

37 年<1904>発行
はっこう

)に掲載
けいさい

された渋沢の

演説
えんぜつ

記録
き ろ く

を再
ふたた

びご紹介
しょうかい

します。 

本記録は、明治 36年 11月 7日に、霊
れい

巖寺
が ん じ

(現・白河 1-3-32)で開催
かいさい

された深川区教育会

第 3回(秋季
しゅうき

)総会
そうかい

の「開会
かいかい

の辞
じ

」を書き起
お

こしたものです。演説では「教育はただ知識
ち し き

を与
あた

えるというばかりでなく、責任
せきにん

を重
おも

んずることが第一
だいいち

」と説
と

き、「教育は教 場
きょうじょう

の中
なか

におい

て成長
せいちょう

するものでなく、家庭
か て い

というものが教育については大
だい

なる責任
せきにん

をもつ」という持論
じ ろ ん

を展開
てんかい

しています。 

 

 明治
め い じ

35 年(1902)、深川区の教育向上
こうじょう

をはかる目的
もくてき

で、同区有志
ゆ う し

により設立
せつりつ

されました。

渋沢
しぶさわ

栄一
えいいち

は同年
どうねん

12 月 9 日に会長
かいちょう

に就任
しゅうにん

し、同 37 年 10 月に辞任
じ に ん

しています。民間
みんかん

経済人
けいざいじん

としての活動
かつどう

で知
し

られる渋沢ですが、一方
いっぽう

で約
やく

600 の教育・社会
しゃかい

公共
こうきょう

事業
じぎょう

に関
かか

わったとい

われています。 

同会では小学校
しょうがっこう

児童
じ ど う

・教育功労者
こうろうしゃ

等の表 彰
ひょうしょう

、教員
きょういん

の研究
けんきゅう

および講習会
こうしゅうかい

の開設
かいせつ

、他
た

府県
ふ け ん

郡
ぐん

市町村
しちょうそん

の教育事業の視察
し さ つ

調査
ちょうさ

、区内小学校児童の水泳
すいえい

場経営
けいえい

、会報
かいほう

の発行
はっこう

など 12 の事業

を展開
てんかい

していました。大正
たいしょう

10 年(1921)12 月の会員数
かいいんすう

は 2,258 名でした。昭和
しょうわ

11 年(1936)

頃まで会の活動
かつどう

を確認
かくにん

できますが、それ以降
い こ う

の資料
しりょう

がないため、同会のその後については

不明
ふ め い

です。 

展示
て ん じ

資料
しりょう

の『深川区教育会報 第二回』には、明治 36 年 9 月 15 日から翌年
よくねん

10 月 1 日ま

での活動
かつどう

記録
き ろ く

が掲載
けいさい

されています。 

「深川区
ふかがわく

教育会
きょういくかい

」について
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 『深川区教育会報 第二回』 

 (深川区教育会、明治 37 年) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「開会の辞 会長 男爵渋沢栄一君演説」 

    ※冒頭のみ 



演説文の内容（抜粋して要約） 

 

私はまず開会の辞として、前座代わりに一言愚説を申し上げようと考えます。教育のこ

とは専門家だけではなく、教育に従事しない人が教育に心をくだかないといけないと思い

ます。 

 教育はただ知識を与えるというばかりではなく、責任を重んずることが第一です。この

ことは誰でも分かっている話しで、国に対して租税を納めることや借りがあったら返すこ

と、約束を破ってはいけないことなど、責任ということは個人より一家一郡一市一国とそ

の程度は限りないものですが、こんにち我が国の現状をみれば、いまだに西洋に比べ遜色

があるとというばかりではなく、責任を重んずることが第一です。このことは誰でも分か

っている話しで、国に対して租税を納めることや借りがあったら返すこと、約束を破って

はいけないことなど、責任ということは個人より一家一郡一市一国とその程度は限りない

ものですが、こんにち我が国の現状をみれば、いまだに西洋に比べ遜色があると言わざる

をえません。小学校の課程にはありませんが、校長や担当教員がこの点に留意することを

望みます。 

もう一つは公徳（社会生活をする上で守るべき道徳）をもつことです。日本全般の状況

として、外国との人付き合いが下手で行儀も悪いというところがあります。日本人は昔か

ら日本魂とか大和民族だといって誇っているけれど、この点については大いに恥じねばな

らないと思います。公徳の進んでいるイギリスやドイツに比べ、日本ではほとんど見るこ

とができない有り様です。子供のうちから養成するということは、未来において日本人の

いわゆる品格を高める要点であろうかと思います。 

それで、ただいま申し上げた責任を重んずるとか公徳を重んずるとかいう事柄は決して

学校の科目に加えてほしいということではございません。けれども教育がだんだん進むに

したがってそういう注意をはらっていただきたいと思うのです。このことは私が望むばか

りではなく、皆様も必ずご同意くださることと思います。開会の辞として一言私の意見で

あるところを述べました。 

（拍手） 

 
 

こうとく 


